
























はじめに 

胎児の健康状態(fetal we11-being)を推測する方法として,妊娠24WよりNST検査が適応さ

れている｡この NST 検査により,胎盤機能不全を示すハイリスク妊娠(糖尿病・妊娠中毒症・

高血圧合併症妊娠や予定日超過)等また胎児の合併症が疑える場合(IUGR.エストリオール

値の低下)の日常ルーチンワークとして実施している｡が,しかし,診断する方法として,胎

児監視装置を用いて外測による胎児心拍数と胎動を記録し観察により主観的に NST の判定

基準をもとに診断している。この方法で判断するためには熟練した医師のパターン認識が

必要とされるため,観察と解析は頻繁に連続して行うことが望ましく,見落しと読みすぎが

ないことが要求されている。このことを満足するために我々はコンピュータを用いたオン

ライン・リアルタイム多人数同時処理システムにより,パターン認識を自動的にすることに

より高速処理を定量的に解析処理し,臨床応用を試み,厚生行政に資するに足る有益な知見

を獲得することにより成功したのでここに報告する。 


